
（
多
久
町
）な
ど
の
名

前
か
ら
、当
時
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
約
2
5
0
年
も
の
間
、多

久
発
展
の
核
と
し
て
栄
え
た
炭

鉱
。
閉
山
か
ら
50
年
の
こ
の
節
目
に
、
当
時
の

多
久
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

歴史くらし

年表

　
　
　
　
　
　
多
久
の
古
文
書
で「
石
炭
」の
言
葉
が
初

め
て
出
て
く
る
の
は
、宝
暦
元
年（
1
7
5
1
年
）の『
御

屋
形
日
記
』。当
時
は
地
面
に
表
出
し
た
石
炭
を
掘
る

「
露
天
掘
り
」が
主
流
で
、石
炭
は
薪
の
代
わ
り
に
自
家

用
の
燃
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
時
代
が
進
み
、軍
用
蒸
気
船
の
燃
料
な
ど
石
炭
の
用

途
が
大
規
模
化・多
様
化
し
て
い
く
と
、大
量
の
石
炭
採

掘
が
行
わ
れ
、荕
原
と
唐
津
を
つ
な
ぐ
鉄
道
が
開
通
。さ

ら
に
大
手
資
本
が
参
入
し
、活
発
に
採
炭
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
盛
期
を
迎
え
た
の
は
、昭
和
35
年
。『
通
産
省
全
国

石
炭
要
覧
』で
、三
菱
古
賀
山
炭
鉱
、明
治
佐
賀
炭
鉱
を

中
心
と
し
た
多
久
の
出
炭
能
率
が
、１
カ
月
間
で
従
業

員
1
人
あ
た
り
な
ん
と
40
ト
ン
と
、
日
本
一
を
記
録
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
頃
に
は
、炭
鉱
で
は
採
炭
、坑
内
の
安
全
管
理
、

機
械
整
備
、石
炭
の
選
り
分
け
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
業

務
が
行
わ
れ
、一
大
産
業
と
し
て
多
久
を
支
え
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、そ
の
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
よ
っ
て

主
要
燃
料
が
石
炭
か
ら
石
油
へ
と
転
換
す
る
と
、次
々

と
炭
鉱
が
閉
山
。華
や
か
に
栄
え
た
多
久
の
炭
鉱
の
歴

史
に
幕
が
下
り
ま
し
た
。

多
久
の
振
興
を
支
え
た
炭
鉱

炭
鉱
が
も
た
ら
し
た
活
気
あ
る
暮
ら
し

多
久
の
炭
鉱

閉
山
か
ら
50
年
の
節
目
を
迎
え
て

多
久
の
歴
史
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
炭
鉱
。

古
く
は
江
戸
時
代
中
期
の
記
録
が
残
り
、
明
治
か
ら
大
正
、

昭
和
に
か
け
て
あ
ゆ
み
を
進
め
、
多
久
の
主
要
産
業
と
し
て

隆
盛
を
極
め
ま
し
た
。

炭
鉱
閉
山
か
ら
50
年
。
今
回
の
特
集
で
は
、
当
時
の
活
気
あ

ふ
れ
る
多
久
の
様
子
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
炭
鉱
で
の
仕
事
に
は
危
険
が
伴
い
ま
し

た
が
、多
く
の
人
が
仕
事
を
求
め
て
多
久
に
移
住
。最
盛

期
に
は
約
4
5
，0
0
0
人
と
、現
在
の
倍
以
上
の
人
口

を
数
え
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
盛
期
に
か
け
て
炭
鉱
従
業
員
が
住
む
長
屋
や
住
宅

が
数
多
く
整
え
ら
れ
、さ
ら
に
は
炭
鉱
会
社
が
抱
え
る

病
院
を
利
用
で
き
た
り
無
料
で
水
道
を
使
え
た
り
と
、

福
利
厚
生
も
充
実
。炭
鉱
を
中
心
と
し
て
町
は
繁
栄
し

て
い
き
ま
し
た
。

　
炭
鉱
従
業
員
の
文
化
ス
ポ
ー
ツ
活
動
も
盛
ん
で
、レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
や
運
動
会
が
開
か
れ
た

ほ
か
、カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
愛
好
会
も
活

発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、図
書
室
や

映
画
館
、テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、プ
ー
ル
な

ど
も
備
え
た
炭
鉱
も
。今
で
は
炭
鉱

所
有
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ち
な
ん

だ「
グ
ラ
ン
ド
踏
切
」（
南
多
久

町
）や
炭
鉱
会
社
の
名
が
そ
の

ま
ま
残
っ
た「
明
治
佐
賀
」

【応募期間】11月30日㈬まで
【内　　容】思い出のエピソード（400字～1,000字程度）、絵、写真、映像
【応募方法】郵送、メール、FAX、持ち込み
【応  募  先】多久市郷土資料館
〒846-0031 多久市多久町1975番地
Email ：shiryoukan@city.taku.lg.jp　FAX： 75-3002

問 多久市郷土資料館　☎ 75-3002

多久市郷土資料館では、
令和 5年 1月20日㈮～ 4月 2日㈰に企画展
「あの頃、多久に炭鉱があった～炭鉱閉山50年～」を開催します。

　炭鉱があった頃の多久をより身近に感じていただけるよう、市民のみ
なさんがお持ちの素敵な思い出話や写真、映像（ 8mmフィルム）などを
紹介予定。企画展ではお名前（匿名可能）と年齢のみを表示しますので、ぜひ
ご応募ください！※応募多数の場合は展示できないことがあります

“炭鉱の思い出” 
大募集中！

寛延元年（1748）
多久の古文書に油石（石炭）を船積みして海路で運ぶ
記述がある。
明治36年（1903）
唐津線が全線開通し、石炭輸送の主役が
川船から鉄道に替わった。
明治43年（1910）
三菱鉱業株式会社、東多久村古賀山地区の鉱区を取得。
大正 6 年（1917）
三菱古賀山炭鉱が開坑し竪坑やぐらが建てられる。
昭和15年（1940）
小城炭鉱が開坑する。
昭和20年（1945）
太平洋戦争が終結する。
昭和25年（1950）
朝鮮戦争が起こり、石炭の需要が拡大して
価格も高騰した。
昭和27年（1952）
朝鮮戦争が停戦し、石炭需要が激減し不況となって、
炭鉱でもストライキが頻発した。
昭和29年（1953）
多久五カ町村が合併して多久市が発足した。
昭和30年（1954）
「石炭鉱業合理化臨時措置法」が制定され、
炭価引き下げのための合理化が一層推進され、
中小炭鉱の閉山が相次いだ。
昭和37年（1962）
小城炭鉱が閉山する。以後、立山炭鉱、三菱古賀山
炭鉱などが相次いで閉山した。
昭和47年（1972）
県内最後の炭鉱、新明治佐賀炭鉱が閉山した。
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